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《原　　著〉

妊娠時および産後における甲状腺ホルモンの

変動に関する研究

第　一　編

妊娠時および産後における］311－TriiOdothyronine　Resin

Sponge　Uptakeの変動について

渡　辺 隆

1．緒 言

　妊娠時における1311－Triiodothyronine　Resin　Sponge

Uptake　（以下RSU）値の変動についてはすでに幾多

の報告があるが1）一”12），妊娠初期および産後における同

値の変動に関する詳細な研究は少ない．そこで，特に，

この点についてRSUの而から検討すると共に，切迫流

産例および分娩後のRSUの回復とともに，授乳との関

係，さらに贋帯血についても考察し，また甲状腺機能7［

進症を合併する例におけるRSU値についてふれ，正常

妊娠との鑑別についても考察したので報告する．

1［．対象および方法

　対象は昭和大学病院産婦人科および第3内科を受診し

た86例の妊娠婦人と17例の正常産褥婦人である．妊娠時

のRSU値の変動は86例巾73例の正常妊娠婦人につき

102回の検査を行ない，妊娠第16週までは週別に，以後

月別に平均値を算出して検討を加えた．残りの13例巾2

例は検査直後に流産を起こしたもので，他の11例は甲状

腺機能元進症合併例であり，正常群から除外して，別個

に検討を加えた．妊娠日数は最終月経の第1日より起算

した．

　分娩後のRSU値の変動については，17例の正常産褥

婦人について，それぞれ，分娩直前，分娩後3日，7日，
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14日，30口および45［に検査を行ない，同一対象におけ

る経過を観察すると共に統計的考察を加えた．また，授

乳群と非授乳群において，RSU値の正常化に要する期

間に差異があるか否かも検討した．

　贋帯血のRSU値については，正常妊娠例5例の平均

値をもとめた．

　RSU値の測定には，　Triosorb・kitを使用し，放射

能の測定にはAloka製Uptex　を使川した．なお，正

常非妊婦人のRSU｛11T〔の平均は31．4±3．2％（Mean±

SD）9）である．

皿．結 果

1）正常妊娠時におけるRSU値の変動

　第1図は正常妊娠婦人におけるRSU／直を，それぞれ

妊娠口数に応じてプロットしたものである．いま，妊娠

初期のRSU値を第16週まで週別に，以後を月別に平均

して標準偏差をしめすと，第2図の如くで，RSUの低

下は第4週の1例では未だ認められないが，第6週では

すでに認められ，以後漸減して第10週には平均r直は25％

以下となり，第15週に至って，最低値（19．4±3．4％）

に達し，以後妊娠末期までほぼ同値を保つのが認められ

た．平均値の下の数字は例数を示している．第1表は週

および月別のRSU平均値，標準偏差およびその範囲を

示している．

　第2表は妊娠経過rli25％以上のRSU値を示した例を

週別に挙げたものであるが，RSU値が未だ高値を示す

妊娠初期においてはともかく，平均値が25％以下になる

第10週以後において，次に述べる流産例と同程度のRSU

高値を示すものが12例あり，RSU値のその後の経過は

不明であるが，その巾，分娩を確認できなかった1例を
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Fig．1，　Change　in　1311－T3　RSU　during　pregnancy

コ

ω

匡

20

64
　35

16　　20　　24

Tim●　 ‘n　 w●●k＄

36

Fig．2．　Change　in　1311－T3　RSU　during　pregnacy

除く，11例は全例正常分娩例であった．

2）　切迫流産例におけるRSU／r／〔

　第3表は2例の切迫流産患者におけるRSU値を示し

ているが，妊娠週数はそれぞれ12および15週，RSU値

はそれぞれ33．5％および27．2％で，同じ週数における正

常妊婦の平均値24．5％および19．4％に比し，8～9％の

高値を示した，　K．W．例は検査後41］目，　K．　Y．

例は2［［に流産を来した．なお，妊娠第14週の始めに

切迫流産の疑いで入院し，RSU値は23．1％と「F常範

冊にあった1例では，その後流産も起こらず経過良好で

あった．

3）　未治療甲状腺機能冗進症合併例におけるRSU値

　第4表は11例の未治療甲状腺機能元迫症合併例におけ

るRSU値を示しているが，3例を除いて妊娠中にかか
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123・6±3・Sl20・1－27・1

：24．5：ヒ3．6

23．1±3．9

121．4±1．6

19．4±3．4

121．6±3．2

21．0：ヒ4．8

21．6±4．4

19．8±4．2

21．7±2．0

23．8±O．7

19．8±3．8

20．9－28．11

19．2－27．O　l

　　　　　i19．8－23．ol

16．0－22．8

18．4－24．8

16．2－25．8

17．2－26．0

15．6－24．0

19．7－23．7

23．1－24．5

16．0－23．6

Table．1．　Change　in　1311－T3　RSU　during　pregnancy

Patient Age
｛yrs．1

Weeks
　　oI

gestati㎝
RSU
（％，

Av●rage％RSUσf
nomal　pr●gnants　in

oorregPO刷ng　w⇔k

Remarks

K．W． 27 12 33．5 24．5土3．6
Abort●d　4　days

aner　RSU　test

K．　Y． 30 15 27．2 19．4±3．4
Abort●d　2day8

an●r　RSU　te8t

Table．3．1311－T3　RSU　in　the　patients　with

Weeks　of
gestation ％RSU

　　4

　　6

　　7

　　8

　　9

　10
　11

　12
　13
　14
　15
　16
～ 20
～ 24
～ 28
～ 32
～ 36
～ 40

30．8

26．O，（28．9）

（32．5），33．9

（31．1＞，（27．5），25．5

（30．0），28．0，26．5，26．5，25．6

30．0

28．5，28．2

30．0　　　　　　　　　　　　　33．5★

26．8，27．8

27．2★

impending　abertion

（25．8）

28．5，26．5

27．5，27．2

25．8

　　　（　　）　Delivery　not　confirmed

　　　　★Aborted

Table．2．％RSU　in　the　subjects　who　showed

　　　　　higher　value（＞25％）in　the　course　of

　　　　　pregnancy　but　had　normal　delivery

Patient
Age
（yrs）

Wks．　of

gestation

　％

RSU

Average％RSU　of
normal　pregnants　in

corresponding　wk．

S．S．． 28 7 48．3

T．Ta 20 7 42．3
28．8±5．1

S．K． 29 8 27．5

T．K． 30 8 38．0
26．1±3．3

F．A． 24 12 42．5

A．H． 28 12 49．0
24．5±3．6

M．S． 24 16 39．5 21．6±3．2

H．N． 21 20 45．0 21．0±4．8

F．T． 28 28 44．5

M．E． 25 27 26．0
19．8±42

T．To． 32 40 23．5 21．7±20

Table．4．1311－T3　RSU　in　non－treated　hyperthyroid

　　　　　patients　during　Pregnancy

わらずRSU値は38．0％以上と機能元進域にあった．正

常妊娠域を示した例はいずれも妊娠により甲状腺機能充

進症の白然寛解を来たしたと考えられる症例で，S．K．

例の第8週におけるRSU値は27．5％と正常妊娠域を示

し，第37週までRSU値は20～25．0％と正常妊娠域を示

した．M．　E．例の第27週におけるRSU値は26％と正

常非妊娠域にあり，現在妊娠を経続している症例である．

T．To．例の第40週におけるRSU値は23．5％と正常妊

娠域を示した．

4）分娩後のRSU値の変．動

　分娩後のRSU値の変動を同一人において追跡した結

果をまとめたものが，第3図であるが，これを分娩後の

日数別に平均値を示すと第4図の如くになる．すなわち，

RSU値は分娩3口後には未だ分娩前値とほぼ同じであ

るが，7日後には明らかに増加が認められ，以後漸増す

Presented by Medical*Online



26 核医学　9巻1号（1972）

40

30i

02

⊃

ω

江

（

10

0．5．3
0　3　　7　　　　14　　　　　　　　　　　30

　　　　　　　　　　Tim●　 in　 days

Fig．3．　Change　in　1・311－T，，　RSU　after　delivery
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るが，30日後にはその値は，なお正常非妊域以下にあり，

45日後において正常非妊域に回復しているのが認められ

た．第5表は口数別RSU平均値，標準偏差およびその

範囲を示している．

　なお，授乳婦と非授乳婦との問で，分娩後のRSU値

の正常化の速度に差違があるか否かを検討した結果を図

示したものが第5図であるが，RSU値は非授乳婦にお

いては30日後にすでに正常非妊域に回復するのに反し，

授乳婦においては30n後には未だ24．7％と低く，45日後

Days　after No．of 1311－T，RSU（％）

delivery cases Mean±SD Range

Before 17 19．3±2．3 15．7－24．0

3 14 19．3±3．9 15．8－27．9

7 17 21．9±3．0 17．6－27．9

14 17 22．7±3．0 19．1－29．0

30 16 27．2±4．0 18．5－31．7

45 8 29．5±1．8 26．5－31．8

Table，5．　Change　in　1311－T3　RSU　after　delivery
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27

に正常非妊域に回復しているのが認められた．［数別に

平均値，標準偏差およびその範1用を示すと，第6表の如

くになる．

6）　膀帯1「llのRSU値

　膀帯llllのRSU値は第7表に示す如く，その平均’lliは

In　breast－feeding　mothers

Days　after No．of 1311－T3RSU（％）

delivery cases Mean±SD Range

Before 7 19．0±3．12 15．7－24．0

3 5 18．5±2．85 16．6－18．9

7 6 19．8±2．02 17．6－20．7

14 7 21．0±2．46 19．4－23．0

30 6 24．7±3．37 18．5－27．8

45 5 29．3±1．09 27．5－30．O　　　　　　j

In　bottle－feeding　mothers

Days　after No．of 1311

delivery cases Mean±
一

Before 3 19．1±1

3 3 21．7±5

7 4 23．9±3

14 4 23．2±4

30 4 30．2±1

45 1 3L8

1311－T3RSU（％）

　Range

17．4－20．5

16．3－27．9

19．5－27．9

19．1－29．0

27．8－31．7

Table．6．　Change　in　13｜1－T3　RSU　after　delivery

34．　2±2．3％とi［常1汐；であった．

Case 1311－T3　RSU（％）

S
K
F
M
O

32．3

32．3

33．9

34．3

38．0
　
M
e
a
n
±
S
D
一

34・2±23＿．＿」

Table．7．1311・Ta　RSU　of　cord　blood

　　　　　　　　w　考　　案

　妊娠後のRSU／llliの低下の開始時期は，　Hamolsky

ら1）によれば6’7週，McGoogan4）らによれば8週，

Visscher6），　Gitmanら8）によれば10週，　Yen7），石原1D

によれば3か月，　（なお，（　i　1s［g（は2か月で13例中6例

46．　1％に低ドを認めている．）伊吹ら10）によれば12週で

あるという．？k］　K一の週別’［元均による成績では第4週の1

例では，なお非妊域にあったが、第6週にすでに低ドが

認められた．

　RSU　flgi：の最低値に達する時期はVisscher6），伊吹ら

によれば15週，　Yen7）によれば4か月，　Gitmanらs）

によれば17週，石原11）によれば5か月であるという．著

者の成績では，1斬減したRSU値は第10週で25％以下と

なり，第15週に至って最低値に達するのが認められた．
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最低値に達したRSU値は以後妊娠末期まで，ほぼ，同

値を維持するといわれるが6）～8〕・10）・ユ1），著者もこの事実

を確め得た．

　分娩後のRSU値の変動を同一人について追跡した報

告はないようであるが，著者は17例について，同一対象

における経過を観察し得た．分娩後RSU値が上昇し始

める時期について，伊吹ら10）は第2週から妊娠中の値よ

り高値を示し始めるとのべているが，著者の成績では3

日後の平均値は未だ妊娠中と差違はないが，7日後には

明らかに増加するのが認められた．

　分娩後RSU値がiF常値に復する時期はHamolsky

ら1）によれば1～2週の間，伊吹ら10）によれば4～5週，

Yen7）によれば4～6週，石原1Dによれば20～30口，

Gitmanらs）によれば6週で全例が口常範囲に復してい

たという．著者の成績では30日後に正常域に復している

のもあるが，平均値はなおrE常域以下にあり，45日後に

正常域に回復しているのが認められた．

　Vissher6｝は分娩後のRSU値の正常化は授乳婦にお

いては速かで（3～6週）あり，非授乳婦においては緩

徐（6～12週）であるとしているが伊吹ら1°）はそのよう

な事実は認められなかったという．著者の成績ではVis－

sherの結果とは逆に，その回復は授乳婦において緩徐

（45日後）で，非授乳婦においては速やか（30口後）で

あった．その理由については明らかでないが，授乳婦に

おいては増加したTBGの正常化に遅滞があることが考

えられ，EstrogenおよびTBG量の変動の追跡が望
まれる．

　切迫流産婦人において，Dowlingら12），は同時期のIE

常妊娠婦人にみられるTBGの増加は認められなかった

と報告し，Hamo］skyら1）も妊娠8週以後のRSU値

が正常妊娠時の如き低値を示さず，非妊域にあった6例

は後に流産を起こしたとのべ，RSU値が低値を示さな

い例においては流産の恐れがあると警告している．妊娠

12および15週に流産を起こした著者の2例においても，

流産のそれぞれ4日および2日前のRSU値は正常また

はそれに近い高値を示していた．なお，妊娠13週に了宮

出［flLを起こし，切迫流産として入院し，出血1週後の

RSUが正常妊娠域にあった1例は以後3か月を経過し，

妊娠を持続しており，この結果はHamolskyらの意見

をうらがきするものと考えられる．しかし，Tenzelら5）

はRSU高値を示すものの中にも流産を起こすことなく，

正常に妊娠を経過し，正常分娩に至るものが少なくない

とのべている．著者も1⑪週以後において25％以上の高値

を示したにかかわらず，正常分娩を経過した11例を経験

しており，　Hamolskyらのいうように8週以後におい

てRSU高値を示すものがすべて流産に終ると考えるの

は誤りで，その巾にはRSU値の低下する時期が遅延し

ているものがかなり存在することを示すものと考えられ

る．

　膀帯血山のRSU値は，石原ユ1）によれば母休血より高

値を示すとのべているが，著者の成績でも正常平均値よ

り高値を示した．

　次に妊娠に甲状腺機能充進症を合併した場合にRSU

値はどのような値を示すかという問題であるが，一般に，

このような例のRSU値は必らずしも高値でなく，正常

非妊域にあってもよいといわれ3），Herbstら13）によれ

ば，［1－1状腺機能充進症合併例のRSU値を25％以一ヒとし

ている．著者の甲状腺機能元進症合併例（未治療）11例

巾，自然寛解をしたと考えられる3例を除く8例におい

ては，RSU値は38％以上と機能元進域にあり，特に診

断上の問題はなかった．しかし，軽症例も当然存在する

ことが予想されるので，RSU値が25％以下となる第10

週以後において25％以上の高値を示す場合，またそれ以

前において正常非妊域を越える場合には，切迫流産が除

外できれば甲状腺機能元進症の合併を疑わねばならない．

なお，上述の3例のごとく，妊娠中甲状腺機能冗進症が

寛解を示し，RSU値が見かけ上正常妊娠域にあること

も少なくないので，疑いのある場合には分娩後のRSU

／直のト昇に注意すべきである．

v　総 括

　以．ヒの結果を総括すると，次の如くである．

1）　妊娠時のRSU値は第6週にすでに低ドし始め，10

週には25％以下となり，15週に至って最低値（19．4％）

に達し，以後妊娠末期まで同仙を保つ．

2）分娩後，RSU値は少なくとも7日目には増力1］を始

め，30日後には一部正常域に復し，45日までにすべて正

常域に回復する．また，その回復は非授乳婦においては

授乳婦より早い傾向が認められる．

3）　切迫流産の2例では，流産の4日および2日前の

RSU値は正常非妊域またはそれに近い高値を示した．

4）10週以後にあってRSU値が25％以下にない場合で

も，rE常に妊娠を経週しrE常分娩に至るものが少なくな

い．

5）膀帯linのRSU値は，母体1「1［より高く，正常平均f直

より高値を示した．

6）　甲状腺機能元進症合併例（未治療）では，自然寛解

を示した3例を除く，他の8例ではRSU値はいずれも
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38％以上と機能元進域にあった．

　終りに臨み，恩師新谷博一教授の御指導，御校閲を，

また直接御指’導いただいた恩師飯野史郎助教授に深謝す

ると共に，御協力をいただいた昭和大学第3内科伴良雄

学士をはじめとする甲状腺研究班各位，同大学産婦人科

外山順一講師，西山了博士に感謝致します．

　なお，本稿の要旨は第14回日本内分泌学会東部々会総

会において発表した．
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　　　　　　　　Summary

AStudy　on　the　Change　in　theユ3ユ1－Triiodothyronine　Resin

Sponge　Uptake　During　Pregnancy　and　Postpartum　Period．

Takashi　WATANABE

Tlze　Tltird」Dejウart〃lent　of　Intθ丹nalルtedicinθ，

School　ofルfedicine，　Toゐyo，

　　　　　　　　　　SIZO卿a　Un　iv　e　rsity

（Chiヅ：　PrOf．、uiグo〃azu　ZV汀ταηi）

（Director：A∬isちPγ0ぢS雇γ0飽0）

　　The　change　in　the　i3il－Triiodothyronine　resin

sponge　uptake（T3　RSU）of　the　serum　during　preg．

nancy　and　postpartum　period　was　investigated　in

details　in　this　study，　because　of　scanty　reports　on

this　point　particularly　in　early　pregnancy　and　post－

partum　period．73　normal　pregnant，11　hyperthyroid

pregnant　women，17　norma］puerpera　and　2　aborted

women　were　employed．　The　vales　of　T3　RSU　deter－

mined　were　averaged　every　week　until　16th　week，

later　every　lunar　month　until　the　last　month　of

gestation．　The　date　of　pregnancy　was　calculated　from

the　first　day　of　the｜ast　menstruation．　In　order　to

inves†igate　the　change　in　T3　RSU　after　delivery　the

blood　samples　were　taken　successively　on　the　3rd，

7th，14th，30th　and　45th　days　in　17　normal　women，　the

levels　of　the　T3　RSU　were　determined　and　averaged

for　each　day，　respectively．　The　relationship　between

lactation　and　recovery　of　T3　RSU　after　delivery　was

also　studied．　The　T3　RSU　was　determined　with

Triosorb　kit　and　the　radioactivity　was　measured　with

Aloka’s　Uptex．

　　It　was　observed　that　T3　RSU　began　to　decrease　in

the　6th　week　of　gestation　already，　became　under

25％in　the　10th　week，　reached　its　lowest　value　of

19．4％　in　the　15th　week，　then　kept　the　value　with

minor　f｜uctuations　throughout　the　rest　of　gestation．

After　delivery，　T3　RSU　began　to　increase　on　the

7th　day　at　the　latest，　returned　to　normal　range　on

the　30th　day　in　so皿e，　but　by　the　45th　day　in　all　of

them．　The　recovery　of　the　T3　RSU　to　the　normal

range　was　faster　in　the　bottle　feeding　mothers　than

in　breast　feeding　ones．　In　2　cases　with　impending

abortion，　T3　RSU　values　2　and　4　days　before　abortion

were　in　the　normal　non－pregnant　range．　The　normal

pregnancy　and　normal　delivery　was　observed　not

infrequently　even　in　the　subjects　with　T3　RSU　value

over　25％in　the　period　Iater　than　10th　week　of　gesta－

tion．　The　average　T，　RSU　value　of　the　cord　blood

was　34．2±2．3％，　which　was　higher　than　that　of　the

mother．　In　the　pregnant　women　complicated　with

hyperthyroidism　T3　RSU　values　were　over　upper

euthyroid］imit　of　38％．

　　It　is　concluded　that　during　pregnancy　T3　RSU

begin　to　fall　very　early　and　keeps　its　lowest　value

from　the　15th　week　through　the　end　of　gestation

and　the　recovery　of　the　T3　RSU　value†o　the　normal

level　after　delivery　is　comple†ed　by　the　45th　day．　It

was　of　interest　that　the　recovery　of　the　T3　RSU　to

the　normal　range　was　faster　in　the　bottle　feeding

mothers　than　in　the　breast　feeding　ones，　the　reason

being　unexplained．　Since　T3　RSU　keeps　high　value

in　the　pregnant　women　com　plicated　with　hyper－

thyroidism，　it　was　l・hought　to　be　very　useful　tool

in　separating　hyperthyroid　pregnan亡s　from　euthyroid

ones．
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